
 

補正予算特別委員会会議記録 

１．開催日 平成３１年３月８日（金）  

２．場 所 議員協議会室 

３．出席議員 

大上和則、吉田知代、小畠政行、隅田雅春、向井千尋、 

渡辺拓道、大西基雄、河南芳治、足立義則、安井博幸、 

恒田正美、栗山泰三、田村直也、國里修久、前田えり子、 

河南克典、園田依子、森本富夫 

４．協議事項 

議案第２８号 平成３０年度篠山市一般会計補正予算（第９号） 

議案第２９号 平成３０年度篠山市下水道事業特別会計補正予算（第４号） 

議案第３０号 平成３０年度篠山市農業集落排水事業特別会計補正予算(第４号)  

議案第３１号 平成３０年度篠山市国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 

議案第３２号 平成３０年度篠山市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 

議案第３３号 平成３０年度篠山市介護保険特別会計補正予算（第４号） 

 議案第３４号 平成３０年度篠山市農業共済事業会計補正予算（第５号） 

議案第３５号 平成３０年度篠山市水道事業会計補正予算（第４号） 

５．議事の経過 

 

大上委員長 開議宣告 

  

 総務文教分科会座長報告  

■議案第２８号 平成３０年度篠山市一般会計補正予算（第９号） 

 

隅田座長より報告（別添参照）後、質疑応答。 

－ 質疑なし － 

 

 

 民生福祉分科会座長報告  

■議案第２８号 平成３０年度篠山市一般会計補正予算（第９号） 

■議案第３１号 平成３０年度篠山市国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 

■議案第３２号 平成３０年度篠山市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 

■議案第３３号 平成３０年度篠山市介護保険特別会計補正予算（第４号） 



 

大西座長より報告（別添参照）後、質疑応答。 

 

＜主な質疑応答等＞ 

安井委員    介護認定審査会費に関し、特別養護老人ホームの待機者数について、

市内に４つの特別養護老人ホームがある中、和寿園とすみれ園におけ

る待機者数については報告があったが、そのほかの特別養護老人ホー

ムにおける待機者数について質疑はなかったのか。 

大西座長    そうした質疑はなかった。 

河南克委員   非常備消防費に関し、消防団員の退職について、今回の退職により、

定員と３６名の差が出ることになる中、補完的役割である機能別消防

団についての質疑はあったのか。 

大西座長    分科会審査において、「機能別消防団員の活用についてどのように考

えているのか。」との質疑があり、「消防団員を補完する機能別消防団

員については、重要な役割であることから、今後も積極的に活用して

いきたい。」との回答があった。 

河南克委員   定員との差である３６名を機能別消防団によってどの程度補うの

か、といった質疑はあったのか。 

大西座長    そうした質疑はなかった。 

河南克委員   定員との差があることは望ましいことではないことから、消防団の

充実については、所管の委員会として注視いただきたい。 

大西座長    所管の委員会として検討していきたい。 

 

 

 産業建設分科会座長報告  

■議案第２８号 平成３０年度篠山市一般会計補正予算（第９号） 

■議案第２９号 平成３０年度篠山市下水道事業特別会計補正予算（第４号） 

■議案第３０号 平成３０年度篠山市農業集落排水事業特別会計補正予算(第４号) 

■議案第３４号 平成３０年度篠山市農業共済事業会計補正予算（第５号） 

■議案第３５号 平成３０年度篠山市水道事業会計補正予算（第４号） 

 

吉田副座長より報告（別添参照）後、質疑応答。 

 

＜主な質疑応答等＞ 

安井委員    市単独事業に関し、中央地区農工団地線について、本会議では、「南

から北に上がる道路の中央あたりに井戸がある。道路の車道について

は、かぶらないが、歩道の部分についてかぶる計画となる。」旨の答弁



 

が執行部からあったと記憶している。しかしながら、先ほどの副座長

からは「ポンプ配管のための鞘管を道路の下に設置することとなる。」

旨の説明が執行部からあったとの報告があったが、井戸の上に道路を

つけるが管を通して井戸を使えるようにするという理解でよいか。 

吉田副座長   先ほど報告したとおり、当局からは、「井戸は 1日４００ｔの計画で、

水深１６．０ｍの位置に企業がポンプを据えて利用することになるの

で、市がポンプ配管まではしないが、ポンプ配管のための鞘管を道路

の下に設置することとなる。」との説明があった。 

安井委員    井戸の上に道路を通すとの認識でよいか。 

吉田副座長   井戸は残して、道路の下に鞘管を通すと聞いている。 

渡辺委員    本会議では、井戸は歩道の部分になるとの説明であった。分科会で

も井戸の位置は、歩道の部分であると聞いている。歩道の部分から、

車道の下に鞘管を通し、農工団地の敷地まで通し、用地の方から接続

できるように準備すると聞いている。 

河南克委員   井戸は歩道で蓋をするので、鞘管を通すという理解でよいのか。 

渡辺委員    当初の計画から、ポンプ場をその上に設置するのではなく、井戸の

中に水中ポンプ２台入れ、水を上げる予定で井戸は掘られていた。そ

の計画どおりであることから、上部は蓋をしてしまっても特に問題は

ないということである。 

河南克委員   井戸の蓋は、開閉できるのか。 

渡辺委員    将来的なことも検討しながら、今後詳細な設計は決めていくという

ことであり、どのような蓋になるのかの説明はなかった。現時点で水

中ポンプは入れないということなので、今後開閉できる蓋も含めて検

討されるのではないかと考えている。 

河南克委員   有水量のある井戸であれば、蓋が取り外しできないとメンテナンス

ができない。今後、所管委員会において、そうしたことも踏まえ調査

願いたい。 

恒田委員    本会議では、井戸は歩道にかぶるとの答弁があった。しかしながら、

中央地区農工団地線の幅員は９ｍとのことであり、井戸は道路の真ん

中あたりに設置されていることになるのではないか。そうしたことに

対する質疑等はあったのか。 

吉田副座長   そうした質疑はなかった。 

恒田委員    所管委員会おいて、現地確認は行ったのか。 

吉田副座長   現地確認は行っていない。 

 

 



 

議員間討議 

大上委員長   討論、表決に入る前に、全体を通して何か意見はないか。疑義があ

る場合、市長に確認しておきたい事項があればあげていただきたい。 

－ 意見なし － 

 

大上委員長   意見がないようなので、今回は市長への確認質問はなしとする。 

 

 

 表 決  

議案第２８号 平成３０年度篠山市一般会計補正予算（第９号） 

議案第２９号 平成３０年度篠山市下水道事業特別会計補正予算（第４号） 

議案第３０号 平成３０年度篠山市農業集落排水事業特別会計補正予算(第４号)  

議案第３１号 平成３０年度篠山市国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 

議案第３２号 平成３０年度篠山市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 

議案第３３号 平成３０年度篠山市介護保険特別会計補正予算（第４号） 

議案第３４号 平成３０年度篠山市農業共済事業会計補正予算（第５号） 

議案第３５号 平成３０年度篠山市水道事業会計補正予算（第４号） 

－ 討論なし ・ 全員賛成で可決 － 

 

大上委員長   委員会の審査報告については、委員長に一任願いたい。 

－ 異議なし － 

 

大上委員長   本日の会議記録については、事務局に調製させ、委員長、副委員長

において内容確認を行いたい。これに一任願いたい。 

－ 異議なし － 

 

 

 

大上委員長 閉会宣告 

 

 

 

 


